
 

平成２７年度資金調達計画の見直し 

 

当機構は、平成２７年度における地方金融機構債の資金調達計画について、下記のとおり見直しし

ました（平成27年11月30日現在）。 

 

記 

 
 ○ 年間資金調達予定額 １３，０００億円 → １３，６５５億円 

 

地方金融機構債 
 
（１）公募債 

 
債券の種類 １１月までの実績額 １２月以降の予定額 

国内債 ５，２３５億円 １，５５０億円程度 

 

１０年債 １，７５０億円 ８００億円程度 
２０年債 ９５０億円 ３００億円程度 
５年債 ２００億円 － 
スポット債 － ２５０億円程度 
ＦＬＩＰ ２，３３５億円 ２００億円程度 
国外債 １，１８５億円 １，３３０億円程度 
フレックス枠 － ２５０億円程度「

計      ６，４２０億円 ３，１３０億円程度 
※ 上記以外に、長期借入250億円を調達済。 

※ 11月までの実績額には、各種債券の額にフレックス枠充当分が含まれている。 

※ 債券の種類、発行額については、貸付状況、市場環境等により弾力的に対応する。 

※ フレックス枠については、各種国内債・国外債の増額、長期借入等に活用する。 

 

（２）地方公務員共済組合連合会等の引受けによる債券 
 

債券の種類 １１月までの実績額 １２月以降の予定額 
地共連引受債（１０年債） ２，１５０億円 ８５０億円程度 

地共済引受債（１０年債）        ４０億円     ３００億円程度 

地共済引受債（２０年債）        ６０億円     ４５５億円程度 

計   ２，２５０億円 １，６０５億円程度 

※ 地共連引受債は、地方公務員共済組合連合会の引受けによる債券。 

※ 地共済引受債は、地方公務員共済組合（地方職員共済組合、公立学校共済組合、警察共済組合、東京都職

員共済組合）、全国市町村職員共済組合連合会及び地方公務員共済組合連合会の引受けによる債券。 

平成 27 年 11 月 30 日 

地方公共団体金融機構 


